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　　　　　　まあまき

　2月3日の節分の日に、保育所でまめまき

が行われました。

　子どもたちは、鬼めがけ、元気に豆を投ぽ

ていました。
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年
金
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
が
あ
る
か
た
、
そ
の

ま
ま
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
年
金
は
自
分
自
身
の
も
の
で
す
。
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①
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騎
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走
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こ
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ま
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国
民
年
金
は
、
一
一
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
か
た
全
員
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
、
老

後
や
万
が
一
の
と
き
に
備
え
る
も
の
で
す
。
で
す
が
、
そ
の
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
つ
た

り
す
る
た
め
に
『
そ
の
ま
ま
で
い
い
か
な
！
』
と
思
つ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
正
し
く

理
解
を
し
て
確
実
な
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
に
全
員
が
加
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
営
業
な
ど
で
自
分
で
保
険
　
　
　
　
　
　
　
・
、
△
、
　
　
難
い
た
・

料
を
納
め
る
人
だ
け
が
入
つ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
お
勤
め
で
厚
生
年
金
の
人
や
、
そ

の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
な
ど
も
み
な
国
民
年
金
加
入
者
で
す
。
こ
れ
は
、

加
入
の
し
か
た
や
納
付
σ
万
雰
違
う
だ
け
な
の
で
す
．
　
　
　
　
　
④
谷
解
駿
う
碁
つ

　
で
す
か
ら
年
金
を
受
給
す
る
と
き
も
、
厚
生
年
金
の
期
間
や
自
分
で
納
付
し
た

期
間
を
合
わ
せ
て
も
ら
う
か
た
ち
に
な
り
ま
す
。
厚
生
年
金
だ
け
で
い
い
と
思
つ

て
手
続
き
を
し
な
い
で
い
ゑ
万
が
一
の
と
喬
の
保
障
悪
く
な
つ
て
し
　
⑥
勅
翻
雛
鍵
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生
活
を
送
り
ま
し
た
．

　
ま
た
、
個
人
年
金
に
頼
っ
て
い
る
人
、
公
的
年
金
と
個
人
年
金
は
違
う
も

の
で
す
。
国
民
年
金
は
、
経
済
の
変
動
に
合
わ
せ
て
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
と
な
　
　
　
　
「
て
。
　
⑭
α
設
瓠
菱
宥
釧

っ
て
お
り
、
ま
た
受
け
取
る
年
金
の
ー
／
3
は
国
が
負
担
を
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
㌦
　
　
　
　
．
　
　
施
協
勧
魏
崩
駐
琶
硫

こ
れ
ら
は
老
後
の
生
活
の
基
礎
を
確
保
す
る
た
め
で
す
。
公
的
年
金
と
個
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
、
．
触
↑
降
講
龍
縫

人
年
金
は
負
担
の
仕
方
も
受
け
方
も
違
い
ま
す
の
で
、
自
分
の
生
活
に

あ
つ
た
掛
け
方
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
伝
獺
権
論
鰹
で

　
少
し
先
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
　
『
年
金
の
こ
と
』
も
う
少

し
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

③
畿
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雛
驕
鮒
梱
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進
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鱗
講
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謙
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ー
／
3
は
も
ら
え
ま
す
）

㍉
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1
あ
な
た
の
年
金

　
　
ね
む
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ー

⑦
募
醗
認
鰍
縦
め
ひ

　
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
前
納
は
一
度
で
済
む
し
、

⑧
翻
適
楽
ち
ん
！

⑨
緊
欝
に
留
％
一
休
み

　
⑩
と
い
ヤ
旧
年
が
す
ぎ
ま

　
　
　
し
た
　
身
薯
鎗
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て
て
か
け
だ
し
こ
ろ
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
が
を
し
て
し
ま
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ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
そ
こ
で
、
障
害
年
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
受
け
よ
う
と
思
い
ま
し

⑫
鵠
編
翻
婿
な
く

じ
ゃ
あ
ま
と
め
て
納
付
す
る
か
ら

⑬
凝
蕩
鷺
灘
雛
紮

　
ま
せ
ん
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副
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今
年
度
の
保
険
料
は
一
一
一
、
八
O
O
円
で

す
が
、
四
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
一
一
一
一
、
一
一
一
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

（
付
加
納
付
の
方
は
二
二
、
七
〇
〇
円
）

　

』
　
　
ド
脚
　
｝
・
晒

邑
魔
脂
凶
　
」
圃
甑
、
嘩
．
、
．
冥

　
四
月
中
に
、
平
成
十
年
度
分
（
平
成
十
年

四
月
～
平
成
十
一
年
三
月
）
を
一
括
納
付
す

る
と
、
保
険
料
が
割
引
と
な
る
制
度
で
す
。

「
納
期
限
は
四
月
三
十
日
」
で
す
。

　
こ
の
前
納
割
引
は
、
窓
口
納
付
、
納
税
組

合
、
口
座
振
替
の
ど
の
納
付
方
法
で
も
ご
利

用
で
き
ま
す
。

※
現
在
、
口
座
振
替
以
外
の
納
付
で
、
口
座

振
替
前
納
を
希
望
の
方
は
、
早
め
に
申
込
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
住
民
福
祉
課
年
金
係
ま

で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
電
話
三
六
ー
一
五
二
一
（
内
線
二
二
四
）

l　I寡1巨＿》

’II・　監
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爵剛

匹℃
　　　　　　　　　　lI

　l∫

、
帖

証

　　　皆☆“嵩振キヤζ！｛ン

平成10年4月から国民年金保険料の月額が変わります。

納め忘れのないように前納か口座振替をお勧めします。3月～4月
キャンペーン中に該当し応募された方に、豪華な記念品が当ります。

二1応募資格

県内在住の第1号被保険者で、次のいずれかに該当する方

①10年度保険料1年分を前納された方
②10年4月迄に新たに口座振替契約をされた方
応募方法
ハガキに必要事項を明記のうえ、見本の要領でお送りください。

き締め切り

平成10年5月15日働　消印有効
’
『
屡
当
選 発表
賞品の発送をもつてかえさせていただきます。

★

　A賞MDウオークマン
　B賞旅行券（2万円相当〉
　C賞国民年金基金テレカと勾

お問い合わせ　住民福祉課年金係

智36－1521（内線224）

★協賛は国民年金基金です。

★国民年金基金に加入しましょう／
　第1号被保険者（自営業者や学生の方）のための老齢基
礎年金に上積みする公的な年金制度です。

　お闇い合わせ　　0120－37－6525

キ

〒336－8501

ガノ、

浦和市高砂3－15－1
埼玉県福祉部年金指導課
国民年金保険料「前納・口振キャンペーン』係宛

応募資格 ①前納　　②ロ座振替　　（どちらかに○爾

希望の賞品 A　MDウォークマン　C旅行券（2万円相当）｛どちらかに（）印）

氏名・生年朋 （昭和　年　月　日生）（男・女）

ご　住　所
〒旺D｛皿

電話番号

国民年金基金からパンフレットをお送りさせて
いただきます。

3）



r 覇陶楓訟i論働嚢謬翼鎗憲塾霧ず

　所得税の特別減税に関連し、臨時特例措置として老人福祉年金等の受給者や在宅のねたきりの高齢者及び65歳

以上の高齢者のうち、一定基準以下の非課税の方に臨時福祉給付金が支給されます。　（本人を扶養されている方

も非課税の方に限ります。）

　申請期日は、平成10年3月16日、19日、20日に保健センターにおいて申請書の受付をいたしますので次の点に

留意し申請してください。

　なお、昨年1月（平成9年1月）以降に転入されたり、他市町村の扶養親族等に扶養されている方の場合、転

入前の市町村の納税証明また親族等の納税証明が必要となりますので、注意してください。

（1）臨時輻祉給付金・老齢福祉年金

　　　　　　　・障害基礎年金等

　　　　　　　　ア　年金証書の年金コードの先頭3桁が「635」又は「265」

　　　　　　　　イ　年金証書の年金コードの先頭3桁が「535」又は「062」

　　　　　　　・遺族基礎年金等

　　　　　　　　ア　年金証書の年金コードの先頭3桁が「275」又は「285」

　　　　　　　　イ　年金証書の年金コードの先頭3桁が「645」　「072」「082」又は「102」

　　　　　　　・児童扶養手当

　　　　　　　・特別児童扶養手当

　　　　　　　・特別障害者手当

　　　　　　　・障害児福祉手当

　　　　　　　・福祉手当（経過措置分）

　　　　　　　・原爆破爆者諸手当

　　　　　　以上の各年金、手当を受給している方

（2〉臨時介護福祉金

（3）臨時特別給付金

（4）そ　　の　　他

（例）国民年金証書の基礎年金番号

　　　　　（年金コード●です）

○○○○　○OOOOO　●●●○

　　　　　　　　　　　　　1人10，000円
65歳以上の高齢者で、ねたきり又は痴呆の状態が6ヶ月以上継続している方や障害児福祉

手当、特別障害者手当、福祉手当を受けている方のうち、市町村民税所得割非課税の方1

人30，000円

　ただし、社会福祉施設や病院等に継続して3ヶ月を越えて入院している場合には対象とな

りませんのでご注意ください。

　市町村民税非課税の65歳以上の高齢者のうち、　「臨時福祉給付金」の支給を受けられな

い方　1人　10，000円

　生活保護受給者や老人ホーム、障害者施設等に入所されている方は、別に給付金が支給

されますので、申請する必要はありません。

（本年度は該当されると思う方に申請書を送付いたします）

詳しくは住民福祉課費36－1521内線225へお間い合わせください。

3月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　●　6　●11●16●21●26・31 ㈱光　栄　建　設 36－1052

2　●　7　●12●17●22●27 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

3　●　8　●13●18・23。28 ㈲笠原設備工業所 36－3662

4　・　9　・14・19・24・29 ㈲松　本　設　備 36－5177

5　●10●15●20・25●30 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

（4）
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⑧磁翼 　今年度、新たに3件が指定文化財となりました。

いずれも発掘調査の結果、貴重な資料を得ること

ができ、先人たちの生活や文化が少しずつではあ

りますが、明らかになりつつあります。これらの

文化財をとおして、幾百年のときを越え、先人た

ちのくらしに触れることができれぱと思います。

　有形文化財（考古資料）
　　しお　こふんぐんだいさん　し　ぐん　　にしけら

　塩古墳群第皿支群（西原）

　　　　　　　第18号古墳出土遺物
　　〔所在地〕中央1－1　　〔所有者〕江南町
ノ
　　1992年に町教育委員会が発掘調査を実施した結果、第18
　　号古墳は、全長22mと第皿支群のなかでも最も大きい古墳

　　です。中心部には横穴式石室をもち、出土遺物等からこの
古墳は6世紀後半に造られたと考えられ救　　●

　　石室内からは武器や装身具等の副葬品が数多く出土し、
　　　　　え　もと　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎんそうた　ち

　　なかでも柄元が銀板で装飾された銀装大刀は国内でも貴重
　　　　　　　　　つば　　　ぎんぞうがん
　　なものです。また、鐸に銀象嵌を施した大刀は県内でも優

　　品に数えられます。今回指定文化財となるものの多くは、

　現在ピピア内の展示ケースに展示されています。

記念物（史跡）
ごんげんざかはに　わかまあとぐん

権現坂埴輪窯跡群（西群）

〔所在地〕大字千代732－1～4

　権現坂埴輪窯跡群1よ駒形公園の西、眼下に和田吉野川

を望む標高51m程の江南台地の北端に位置しています。

　今回指定となる西群はこれまで埴輪窯跡の存在が確認さ

れていなかった地点で、1991年に町教育委員会によるゴル

フ場の外周道路建設に先立つ調査で10基余りの埴輪窯跡が

確認され、その重要性から設計変更され、現状保存の措置

力灘灘撫、媒内でも最大規模の埴輪窯跡群で●

あり、粘土の採掘から、製作、焼成までの埴輪製作関連遺

構が良好な状態で保存されていることが想定される貴重な
遺跡です。

記念物（史跡）
てらうち　こ　だい　じいんあと

寺内古代寺院跡

〔所在地〕大字柴305他
　寺内古代寺院跡は、柴沼の北西、江南台地上の標高68m

程の平坦地に位置しています。

　1992年から1993年の発掘調査の結果、この寺院跡は8世

紀半ばに創建され、10世紀後半は焼失により活動を停止し

ていることが確認されています。寺地を区画玄ゑ東西540

m、南北200m以上の大溝や整然と配置する伽藍が確認さ
れています。当時、諸国に建立された国分寺にも劣らない

規模と内容を備えていたと思われます。今回の指定地は建
　　　　　　　こんどう物跡を中心とする、金堂、講堂、中門、参道跡地内の約1

万m2余りです。

（5）
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ト
ペ
抽
卜
冑
圃
憩
⑪
欝
診
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シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
、
飲
酒
運
転
や
駐
車
違
反
と
と
も
に
地
域
の
交
通
に
関
す
る
モ
ラ
ル
の
尺
度

で
す
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
県
で
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
「
ス
テ
ッ
ブ
方
式
」
導
入
推
進
事
業
と
し
て
、

平
成
九
年
六
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
県
内
九
十
二
市
町
村
、
計
九
十
四
ケ
所
で
、
朝
・
昼
・
タ
の
三

回
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
江
南
町
に
お
い
て
も
、
県
道
熊
谷
・
小
川
・
秩
父
線
の
大
沼
公
園
入
ロ
に
お
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
は
、
つ
ぎ
の
表
の
と
お
り
で
、
江
南
町
の
着
用
率
は
県
の
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
命
を
守
る
た
め
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
す
の
で
、
乗
車
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

乗用車運転席

乗用車助手席

トラック運転席

トラック助手席

滅窯議フ範噛・ 一

卜・助卜・運

35．333．3

50．066．5

38．744．4

18．048．4

42．845。 2

、曝ウ　曲レ｝

轡
公
惨
み
ん
な
φ
も
φ
で
す

　
　
立
春
を
過
ぎ
一
ヶ
月
、
も
う
少
し
で

　
春
本
番
、
つ
ぽ
み
も
ほ
こ
ろ
ぴ
始
め
る
　
　
賦
，
磯
．
、
難
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
固
」

　
季
節
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、

　
コ
ー
ト
を
脱
ぎ
、
ス
ニ
ー
カ
ー
に
履
き

　
替
え
、
公
園
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

　
か
。

．
体
を
投
げ
出
し
深
呼
吸
。
子
ど
も
た
ち

、
　
春
の
陽
ざ
し
の
中
に
お
も
い
っ
き
り

佛

江南町での調査の推移（6～11月）

撃

㌧
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肉

11月10月9月8月7月6月
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鰯
8
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7
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55・9、
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73．9
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県平均
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励億

の
笑
い
声
、
花
い
っ
ぱ
い
、
み
ど
り
い

っ
ぱ
い
の
空
間
が
、
き
っ
と
あ
な
た
を

待
っ
て
い
ま
す
。

　
で
も
、
こ
の
た
い
せ
つ
な
空
間
が
、

心
な
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
、
傷

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
央
三
丁
目
に
あ
る
山
神
公
園
の
照

明
の
電
球
は
、
過
去
三
回
い
た
ず
ら
に

よ
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

嘉

　
公
園
は
、
み
ん
な
の
施
設
で
す
。
大

切
に
気
持
ち
よ
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　ま

た
、
公
園
の
あ
ず
ま
や
に
ク
ズ
籠

が
置
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
公

園
に
来
た
人
が
飲
食
し
た
時
の
ゴ
ミ
を

捨
て
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　最近、

家
庭
の
一
般
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
よ
う
。

　
照
明
の
電
球
を
壊
し
た
り
、
あ
ず
ま

や
に
落
書
き
を
し
て
い
る
人
を
見
か
け

ま
し
た
ら
、
江
南
町
役
場
建
設
課
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

　
江
南
町
役
場
建
設
課

　
　
　
　
　
費
三
六
ー
一
五
二
一

（6）



トピツリス 身近かな話題、ホツトなニュースをお寄せください。

ω
O
旧
0
0
↑

　1月28日困、小林實さん（柴）に国務

大臣、総務庁長官より感謝状が贈られま

した。

　小林さんは、12年と9ヶ月の長きにわ

たり、国より行政相談員として委嘱を受

け、町を始め県などの行政に対する苦情

や相談を受けていただきました。

　平成9年分の町・県民税申告、所得税

確定申告力乳　2月16日（月）から町民体育館

会議室で始まりました。

　まだ申告がお済みになっていない人は、

3月16日（月）までですので、早めにお済ま

せください。

　1月26日（月）、勤労福祉センターにおい

て、江南町農村婦人健康教室による食品

展示交換会が行われました。

　今年は59品の自家生産物を使った料理

が出品され、昨年、黒豆の栽培の指導を

受けたこともあり、黒豆を使った料理が

多く出品され、展示会・試食会が行われ

ました。

　1月27日㈹、県立埋蔵文化財センター

より「古代から教室へのメッセージ」と

して、県内各地から出土した多数の土器

などが南小学校へ届きました。

　教室では、6年生を対象に文化財に実

際に触れ、何に使うものなのかを考えて、

発表を行いました。また、つどいルーム

では、展示や体験学習を行い、縄文土器

の模様のつけ方など、子どもたちは楽し

みながら、貴重な体験をしました。

（7）



難
纏
群
健
騰
縛
．
〆
く
鱒
黛
応
媛
し
霧
富

　
町
で
は
、
平
成
七
年
度
よ
り
健
康
づ

く
り
事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
生
き
生
き
と
健
康

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
健
康
づ
く
り
教
室
の
参
加

者
は
圧
倒
的
に
女
性
が
多
く
、
女
性
の

た
め
の
教
室
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
平
成
九
年
度

よ
り
男
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
教
室

を
開
催
し
、
男
性
の
健
康
づ
く
り
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

⑰
健
康
体
操
で
ま
言
ま
す
元
気
に
ノ

　
平
成
九
年
九
月
に
、
第
一
回
目
の
教

室
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
四
回
に
わ
た

り
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
対
象
は
四
十

～
六
十
歳
代
の
男
性
で
、
内
容
は
「
健

康
体
操
」
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
操
を
し
運
動
不
足

の
解
消
を
し
ま
す
。
参
加
者
の
多
く
は
、

初
め
は
緊
張
し
た
様
子
で
す
が
、
体
を

動
か
す
う
ち
に
気
持
ち
も
ほ
ぐ
れ
、
楽

し
そ
う
に
健
康
体
操
に
励
み
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
感
想
を
聞

く
と
「
体
を
動
か
し
て
気
持
ち
が
い
い
」
、

「
気
持
ち
が
若
が
え
る
」
、
　
「
男
性
だ

っ
て
健
康
づ
く
り
を
し
な
く
て
は
」
な

ど
と
好
評
で
す
。

◎
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！

　
参
加
者
の
多
く
は
、
五
十
ー
六
十
歳

代
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
男
性
の
か
た
で

す
。
自
営
業
や
農
業
の
か
た
な
ど
様
々

で
す
が
、
健
康
づ
く
り
に
対
し
て
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
回
を
重
ね

る
ご
と
に
、
参
加
者
同
士
の
仲
間
意
識

が
高
ま
り
、
と
て
も
楽
し
い
雰
囲
気
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
次
回
は
三
月
四

日
（
水
）
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
、

勤労

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
し
ま
す
。

運
動
で
き
る
支
度
で
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
う
い
う
場
は
ち
ょ
っ
と

苦
手
と
感
じ
る
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
一
度
、
体
験
し
て

み
て
は
ど
う
で
す
か
。

※
『
男
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
教
室
』

を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
は
、
近
隣
で

は
江
南
町
だ
け
で
、
注
目
を
あ
び
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の

希
望
に
よ
り
、
平
成
十
年
度
も
継
続
し

て
実
施
す
る
予
定
で
す
。
町
全
体
に
男

性
の
健
康
づ
く
り
が
広
ま
り
、
ま
す
ま

す
活
気
の
あ
る
健
康
な
町
づ
く
り
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
月
一
日
（
日
）
、
苗
場
ス
キ
ー
場

を
会
場
に
町
民
ス
キ
ー
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
七
十
四
名
が
参
加
し
、
バ
ス

ニ
台
で
早
朝
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
初
心
者
を
対
象
と
し
た

ス
キ
i
教
室
が
行
わ
れ
、
プ
ル
ー
ク
、

ボ
ー
ゲ
ン
な
ど
基
本
的
な
実
技
講
習
を

行
い
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
人
た

ち
も
基
本
を
身
に
つ
け
、
午
後
に
は
上

手
に
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
雪
ま
じ
り
の
天
候
で
し
た
が
、
皆

楽
し
く
ス
キ
ー
を
行
い
、
充
実
し
た
教

室
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
画

．
毒

　
　
曝

　
　
　
、
碧
　
　
　
　
　
鱒
、

毒
墜
鋸
　

綴

餌
礒

（8）
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　○開館時間

　午前9時～午後5時　　　　　　　○たのしいおはなしがいっぱいです。
　○印は休館日　　　　　　　　　　　お友だちをさそってみんなできてください。

　　　　轄～一欝寝鶴“麟　新着図書案 内 鯨華韓繍寮鞠輔練緑嶽輪講
　〈一般書〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　〈児童書〉

　　（書名）　　　　　　　　　　　（著者名）　　　　　　　i　　　　（書名）　　　　　　　　　　　（著者名）

新聞に見る雑学のすすめ　　　　東京新聞編　　　1　自分さがしの旅立ち　　　　　能重真作
宇宙人の魂をもつ人々　　　スコット・マンデルカー　i水族館と小学生　　　　 、霞1羽山照夫

家紋の話　　　　　　泡坂妻夫　　 iもりのどうよう　　　　　いしなべふさこ
オトナの遊ぴ時間　　KTC中央出版編　i算数がメチャとくいになれる本秋山仁
調理師さん卵料理にご用心　　郡司和夫　　 iごみすて場の秘密　　　　ロバート・スウインテルズ
身体が知らせる危険信号　　 石川恭三　　 i　1ねん1くみ1ばんひみつ　　後藤竜二
細菌が地球を救う　　　　　　　　長崎　　　浩　　　　　　i　ドードr鳥の小間使い　　　　　　柏葉幸子

スリリングな女たち　　　　森川みどり　　　i図工室・うわさのミステリー　　日本児童文学者協会編
英和測照で読むディルバートの法則　スコット・アダムス　　　i　そらとぷたっくんおなかいた一い　　グラチアノ・ヴィタレ

鏡の中、神秘の国ヘ　　　　　　　ヨースタイン・ゴルデン　　i　ミッフィーのおばあちゃん　　　　ディック・ブルーナ

プワゾンの匂う女　　　　小池真理子　　　iボートがしずんだの、だれのせい　　　　レ

，離鵜です江南騨館でも特型整理，をもう、才蔵書の点検をいたします呈鶴1

　　　　　　　　　　返却は　読んだ感動　消えぬうち

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
、
町
体

育
協
会
で
は
、
平
成
十
年
度
新
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
健
康
増
進
や
町
民

相互の

親
睦
を
図
る
場
と
し
て
、
入
会

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
活
動
　
年
三
回
の
大
会
他

▽
柔
道
愛
好
会

　
活
動
水
・
土
曜
日
の
練
習
他

▽
剣
友
会
（
剣
道
）

　
活
動
水
・
土
曜
日
の
練
習
他

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

　
活
動
　
年
三
回
の
大
会
他

▽
卓
球
愛
好
会

　
活
動
金
曜
日
の
練
習
他

▽
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　
活
動
県
大
会
等
へ
の
出
場

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

　
活
動
　
木
曜
日
の
練
習
他

▽
山
の
会

　
活
動
　
年
九
回
登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　
　
等
を
実
施

▽
ゴ
ル
フ
協
会

　
活
動
大
会
・
教
室
等
を
開
催

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　
活
動
年
三
回
の
大
会
他

　
間
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
内
体

育
協
会
事
務
局
ま
で

　
智
三
六
－
一
五
二
一
内
線
二
二
二

　
一
月
二
十
五
日
（
日
）
、
大
里
郡
少

年
野
球
駅
伝
競
争
大
会
が
、
江
南
町
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
市
町
村
二
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
大
会
は
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
惜
し
く
も
、
江
南
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は

十
四
位
と
十
九
位
で
し
た
が
、
選
手
た

ち
の
健
闘
が
印
象
に
残
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
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騎
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毒
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紙
受
　
　
　
　
　
　
　

病
－
o
が
登
、
毎

間
用
・
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日
　
せ
　

犬
成
録
の
し
り
時
所
　
時
．
所
　
　

時
所

期
請
布
録
要
　
　
　
録
　
合
　

狂
平
登
犬
だ
お

　
申
配
登
　
　
　
　
　
　
登
　
　
問
　
　
　
　
　
犬
　
た
ど
日
場
　
　
日
場
　
　
　
　
日
場
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日
、
日
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へ
　
　
　
　
　
対
軽
弁
　
　
で

」
自
　
階
　
　
2
8
働
2
分
を
　
　
　
ら
［
　
　
委
　
に
気
よ
　
ま
　
薦
蜀
す
㈱

費
　
　
問
　
　
　
　
日
　
　
　
　
対
　
場
定
費
申
問
　
　
　
　
　
　
す
に
護
日
　
場
　
　
　
　
受
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隙
問
風
気
に
な
り
法
話
聞
き
と
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
松
本
と
よ

胸
う
ち
に
吹
く
隙
問
風
通
夜
の
席
・

　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

四
世
代
守
り
来
た
家
隙
問
風

　
　
　
　
　
　
　
中
島
文
恵

気
の
合
い
し
仲
問
揃
い
て
鍋
た
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

鍋
囲
み
憂
世
の
話
は
ず
む
な
り

　
　
　
　
　
　
　
柴
益
次
郎

独
り
居
の
心
に
沁
み
る
隙
問
風

　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

心
に
は
入
れ
た
く
な
い
よ
隙
問
風

　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

猪
鍋
と
地
酒
で
祝
う
誕
生
日

　
　
　
　
　
　
　
小
島
孫
一

隙
間
風
そ
っ
と
う
な
じ
に
忍
び
寄
る

　
　
　
　
　
　
　
古
谷
ま
つ

ち
ゃ
ん
こ
鍋
足
か
ら
み
い
し
蟹
と
蟹

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

寄
せ
鍋
や
具
の
世
話
す
る
は
下
戸
の
役

　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

寄
せ
鍋
の
お
か
は
り
忙
し
お
母
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
吉
野
日
出
美

家
古
り
て
隙
問
の
風
を
許
し
た
り

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
久
枝

隙
間
風
た
ば
こ
の
煙
簿
ら
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
進

　
●

寄
せ
鍋
や
家
族
み
ん
な
の
集
う
幸
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次
ー

初
孫
の
暴
れ
坊
主
や
隙
問
風

　
　
　
　
　
　
小
鹿
原
そ
の
子

猪
鍋
を
誘
へ
ば
電
気
来
て
る
か
と

　
　
　
　
　
　
　
国
田
育
子

隙
問
風
娘
の
愚
知
の
見
へ
か
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
大
井
登
代
子

鍋
料
理
旅
に
味
は
う
珍
味
か
な

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
ひ
さ

寄
せ
鍋
に
絆
深
め
り
同
胞
と

　
　
　
　
　
　
　
新
井
政
男

一

訂
正

　
二
月
号
の
す
こ
や
か
さ
ん
の
鳥

海
彩
佳
ち
ゃ
ん
の
氏
名
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
、
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ります。

　
と
　
地

　
全
　
里

座
保
　
大
者

講
な
ぶ
の
学

ア
的
学
上
在

ボ
自
再
小
区
3
午
熊
さ
講
2
5
3
ま
民
ツ
番
北
課
F
ン
ン
習
を
4
う
9
熊
受
心
性
3

4時30分

月のホール

池谷奉文

3月20日働
センター県

またはファ

氏名・電話
ください。

一県民交流

境

環
マ
象
時
所
容
員
・
せ

　
　
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
込
合

　
テ
　
対
　
日
　
場
　
内
定
申
問

　江南町いけばな芸術展

　創立一周年記念華展を開催します。

春の花に逢いにお出かけください。

日時3月13日働～15日（日）

　　　午前9時～午後5時
場所ピピア展示室
問合せ　江南町いけばな芸術協会

　　　智36－4843

●　
作
級

会
表
4

調
童
機

）
文
ロ

月21日㈲の
～金）

30分

希望する初

席可能な女

コ
コ
を
得

ソ
ソ
で
取
時
　
　
所
　
格

パ
パ
ま
格
　
　
　
　
募
資

　
　
成
資
日
　
　
場
応

申込み　3月22日までにはがきを持

　　　　って熊谷女性職業センター

　　　　に申し込んでください。

定　員　30人（申込多数の場合抽選）

　　危険物取扱者試験と

　　　試験準備講習会

　平成十年度第一回危険物取扱者試

験及び準備講習会が次のとおり開催
されます。

準備講習会

日時5月9日㈹、10日（日）
場　所　熊谷市立勤労会館

受講料　6，700円（ただし、テキスト

　　　　代は別）

受付4月13日（月）から24日働まで

　　　　（土・日は除く）

　申込書の交付、受付及び詳細につ

いては、熊谷地区消防本部予防課費

22－9991、妻沼消防署暦88－2114ま

でご連絡ください。

危険物取扱者試験

試験日　5月24日（日）

場　所　東京国際大学（川越市）

受付4月3日働から17日働まで
　　　　郵送で受付ます。

　　　　（締切日消印有効）

　受験申請用紙は、熊谷地区消防本

部予防課、妻沼消防署に用意してあ

　熊谷基地さくら祭へ

航空自衛隊熊谷基地では、さくら

祭を開催します。染井吉野など巨木

約750本が楽しめますので、ぜひお

気軽に遊びに来てください。

日時4月5日（日）

　　午前9時～午後3時
場　所　航空自衛隊熊谷基地内

内　容　航空機の編隊飛行、ペトリ

　　オット機器等の展示、航空
　　生徒隊によるファンシード
　　リル、航空音楽隊による演
　　奏、パレード、野外売店他
駐車場　正面（正門）からは車両で

　　の入場はできませんので、
　　日立金属の大駐車場等をご
　　利用ください。
その他　夜桜の通り抜け

　　4月4日（土）

　　午後5時30分～8時
問合せ　熊谷基地総務課

　　費32－3554　内線204

江南ギタークラブ定期演奏会

　「こうなんギターコンサート」と

題して演奏会を開催いたします。

初春のひとときをギターの音色で

お楽しみください。　（入場無料）

日　時　3月22日（日）午後2時開演

場　所　総合文化会館ピピアホール

内容クラシック・ポピュラー・
　　演歌・童謡など会員による
　　演奏。特別ゲストも予定し
　　ています。

戸
籍
だ
よ
り

お
誕
生
お
め
で
と
う

一
月
中
届
出

（
敬
称
略
）

（
）
保
護
者

　
　
　
な
な
　
み

中
村
七
海

上
新
田

　
　
ゆ
　
か
　
り

芝
由
加
里

樋
　
　
春

　
　
　
し
　
ほ

上
野
詩
歩
女
子

　
　
　
な
お
ゆ
き

神
岡
直
之
男
子

　
　
　
た
く
　
や

進
藤
拓
也
男
子

押
　
　
切

　
　
　
た
く
　
と

　
山
口
拓
斗
男
子

　
　
　
　
は
や
と

　
須
川
　

隼
男
子

御
正
新
田

　
　
　
し
よ
う
　
ロ
ロ
マ

小
澤
省
五

小
江
川

　
　
　
ニ
う
へ
い

　
田
中
航
平

千
　

代

　
　
　
あ
や
　
の

梶
塚
彩
乃

中
　
　
央

　
　
　
ゆ
う
　
の
　
す
け

大
久
保
祐
之
介
　
男
子

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

成
　
　
沢

女
子
　
　
（
幸
雄
）

女
子
　
　
（
進
）

（
信
行
）

（
是
暢
）

（
正
）

（
泰
彦
）

（
晃
）

男
子
　
　
（
勉
）

男
子
　
（
健
次
郎
）

女
子
　
　
　
（
弘
高
）

関柴平芝坂坂月
口田田　田田中
　　　　　　届
武タ文ハ光昌出
吉ケ夫ル久信

788861877986年
歳歳歳歳歳歳齢

（
昌
典
）

（
敬
称
略
）

成
　
　
沢

三
　
　
本

上
新
田

押
　
　
切

御
正
新
田

板
　
　
井

救急出動状況 1　月 累　計

交　　　　　　通 10件 10件

一　般　負　傷 6件 6件

急　　　　　　病 29件 29件

そ　　　の　　　他 0件 0件

合　　　　　　計 45件 45件

2月1日現在

人口　12，725人　　＋5人

男6，257人＋8人
女6，468人一3人
世帯　3，828世帯　＋9世帯

一甲騨一層一一一曹曹噂－曹一〇曹一一騨一一，　o甲，，一■一層一一一一

一

12，760

12，740

12，720

人／戸

3，830

3，820

3，810
2月1月11月　12月
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すこやかさん一⑫登場希望の人（対象は生後6ヵ月以上1歳未満）は役場総務課智36－1521へ連絡してください

　　　　まな　　　み

大坂真未ちゃん＠
　平成9年3月31日生

両親｛隻謙4、江，、、

　いつもニコニコまぷしい

くらいの笑顔をありがとう。

　大きくなってもその笑顔

をお父さん、お母さんにし

ていてネ．　　　　　転

　　　とも　　み
志村朋美ちやん＠
　平成9年4月9日生

両親｛縫款三本

　ちょっと男の子みたいで

すが、いつもにこにこ顔の

朋美です。

　お兄ちゃんと仲良く、元

気に育ってね。

　　　　かず　　き
大胡和希ちやん㊧
　平成9年・5月15日生

両親｛房ゆ鰍成沢

　最近、歯が生え笑うとそ

の歯がのぞいたりして、と

っても笑顔の似合う我が家

の長男です。何事にもくじ

けない強い子になってね。

　　　　あ　す　か
木村明目香ちやん＠
　平成9年2月28日生

両親｛僻獣野原
　お歌の大好きな明日香。

最近いろいろなことに興味

を示すようになり、毎日が

とっても楽しいです！ノいつ

までも笑顔の似合う女の子

でいてほしいです。
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欝

拶
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講
鵜
講
罐
論

謝
載
雛
饗
の
盤
塵
物
饗
葦

繊
鰺
泥
嶺
慢
料
難
寧

曇
講
，
馨
毒
の
欝
、
、
．
、

　
　
岬
欝
よ
竈
ぎ
だ
ん
量
』

’
㎜
議
、
－
欝
卜
簿
釜
謬
ん
蒼
総
審
灘
）
・

嚇
／
』緩

、
び
還
講

驚
粉
業
－
ゆ
き
萎
懇
熱

壌
灘
繕
湧
罐
淺
…
鋳
、
．
．
適
量
メ

灘
懸
鷺
驚
妻
蓬
　
　
、
’
舞
ゆ
少
々

、
晦
糞
漂
汰
璽
雛
潅
講
敷
殺
場
総
務
諜

　
難
：
鷺
；
四
襲
◎
g
、

縫
　
、
懇
鱒
㊧
Q
霧
嚢

・
漕
：
難
確
・
詫
嫁
少
々
、
、

…
類
…
ぎ
蒸
…
鵠
少
々
、

　
　
6
－
ン
「
．
、
二
「
個

　
　
　
輩
嶽
ッ
プ

照、，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧

蝿
剛

、
凝
灘
蟻
灘
難
、
鱗
、
，
蕪
、
、
、
》
…
霊

u
①
灘
っ
灘
誘
撲
癒
藻
瀕
嚇
遡
き
．
饗
醤
蒸

藤
韓
辮
燦
騰
叢
蕪
、
繍
、
，

②
①
を
多
め
の
水
で
柔
泌
か
姦
で
、

　
小
豆
ど
同
じ
方
法
で
、
こ
じ
鱈
を
作

　
・
ゆ
ま
す
。

、
③
惹
ち
な
し
ば
総
か
く
切
り
、
カ
ッ
プ

　
轟
の
水
で
煮
齪
し
こ
し
て
お
き
ま
す
。

④
鍋
に
②
と
砂
糖
、
み
り
ん
を
加
え
煮

　
　
つ
め
、
色
合
い
を
見
な
が
ら
③
を
約

　
「
七
〇
㏄
入
れ
、
塩
で
味
を
整
え
ま
す
。

「
，
⑤
米
粉
は
熱
湯
で
こ
ね
、
適
当
に
ち
ぎ

　
り
、
蒸
し
器
で
約
二
十
分
蒸
し
、
透

　
，
通
っ
た
ら
水
に
取
り
ま
す
。
潔
ー
ル

　
q
に
移
し
て
良
風
練
り
ま
す
。

、
⑥
よ
も
ぎ
は
、
董
曹
を
入
れ
て
姦
で
水

　
・
に
さ
ら
↓
ま
す
。
絞
っ
て
ず
瓶
鉢
瞭
、
繍

　
、
淑
す
秘
、
⑤
と
合
せ
手
で
こ
ね
ま
す
。

一
⑦
⑥
を
棒
状
に
丸
め
て
、
小
さ
く
切
嘆
　
、

　
④
で
か
ら
め
ま
す
。

　
騨
購
灘
難
．
、

　
・
覇
の
、
謬
ど
番
維
膝
灘
鎌
ウ
驚
難
録

．
撃
雛
零
は
蒸
つ
ご
ぎ
鱒
球
寵
．
峯
環
。
距

羅
羅
灘
八
ご
も
藍
菰
聡
滋
蛮
響

　
い
鶏
す
季
節
で
す
ね
」
と
督
つ
の
を
鷺
E

鍵
薯
も
費
「
お
繋
嶺
ま
潜
診

彗
葉
プ
夢
出
て
く
渇
鱗
た
鞭
蕪
藝
藩

・
つ
た
惹
か
。

　
　
都
会
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
岱
み
露

・
藪
校
庭
愚
舘
装
と
い
う
生
活
慮
む
薫
鱒
、

　
裁
子
膿
も
に
は
、
虫
と
い
え
讐
薫
羅
㌧

芸
盤
し
ょ
う
か
．
　
　
匙
、
露

…
鮎
啓
蟄
の
啓
膿
開
く
と
い
・
翌
瀞
郷
馨
蟄

麟
は
嵐
熱
地
単
に
こ
鶴
る
様
羅
や
、
ぞ
誘

　
懲
の
ご
逡
を
糖
礁
ま
す
．
、
こ
の
蟄
と
磯

　
　
　
　
　
お
う
ホ
き

．
、
、
う
黍
籔
屡
ど
と
奪
蜜
滋
識
．

・
使
い
ま
す
。

　
　
啓
蟄
は
、
暦
を
二
十
囲
の
季
節
に
分

　
け
た
二
十
四
節
餓
の
一
、
⑨
驚
瀕
、
新
暦
驚
、

　
は
三
月
五
日
か
六
日
鑓
当
癒
瞭
ま
す
・

　
地
虫
な
ど
が
冬
眠
を
終
え
て
穴
か
ら
出

　
て
く
る
季
節
匙
い
う
わ
継
ぐ
す
贈

　
　
し
か
」
南
牝
に
長
轄
郎
華
で
ば
、
、

　
地
域
に
よ
っ
て
嶽
が
冬
隣
を
終
鰯
る
蒔
～

　
期
も
違
い
ま
す
コ
虫
が
鐵
慧
鷺
る
鐙
は

　
明
け
方
の
気
温
が
五
度
総
蕩
麟
羅
な
っ
、

た
と
き
と
い
わ
墾
薩
購
鑛
瀬

鎌
三
灘
繕
覆
輩
灘
灘
ぽ
懸
燕
な
驚
弩

、
　
毒
得
経
獲
遅
薄
隷
駄
髄
無
鰐

●
（
奮
。
四
八
ぞ
一
．
醐
六
韮
藩
鵜
薫




